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ポイント③

※　　　　　内の数字は器具の取り付け手順を示します。

固定ナット

ワッシャー

丸小ねじ

スピンドルレバー

レバーハンドル

水平になるように取
り付けてください。

付属の六角ナットを使用して強固に締め付ける。

防露層取付部の形状に合うように取り付ける。

④レバーハンドルをスピンドルレバーに差し込む。
　このとき、レバーハンドルの向きは、ロータンク
　前面から見て、水平になるように差し込む。
　ロータンク前面より、ワッシャーと丸小ねじでレ
　バーハンドルを固定する。取付ボルト

ナット

パッキン

ワッシャー

防露層

タンク

ナット

スピンドルガイドの切り欠き溝

リベット

パッキン
切り欠き溝

スピンドルガイド

スピンドルレバー

リング

①スピンドルガイドをロータンクのレバー取付穴に
　差し込んでロータンク内側より、パッキンをはめ、
　ナットで締め付ける。
　このときスピンドルガイドの切り欠き溝をロータ
　ンク外側より見て、右に向けて取り付ける。

③ロータンク外側より、リングを差し込む。

②ロータンク内側より、スピンドルレバーのリベッ
　トがスピンドルガイドの切り欠き溝に入るように
　差し込む。

約90°

オーバーフロー管

防露層下面部

⑤レバーハンドルのくぼみとキャップ裏側の凸部を
　あわせるようにして、キャップを取り付ける。
　このとき、キャップ表側のTOTO文字の向きにご
　注意ください。

レバーハンドル

キャップ

文字の向きにご注意ください。

くぼみ

ロータンク用金具
商品の機能が十分に発揮されるように、この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。

取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。

ボールタップを反対側に
なるように！ 

ポイント①
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ロータンクを便器に取り
付けるときはパッキンが
めくれないように真っす
ぐ下ろすこと！ 

ポイント②
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各部のなまえと施工のポイント

排水弁の取り付け2

レバーハンドルの取り付け3
取付ボルトの取り付け1

取付方法

施工の前に、この「安全に関するご注意」をよくお読みのうえ、正しくお取り付けください。
この説明書では、商品を安全に正しくお取り付けいただき、お客様や他の人々への
危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。

お守りいただく事項の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄の内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う
可能性および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

表　示 意　味

安全に関するご注意（安全のために必ずお守りください）

必ず実行

禁 止

注意
陶器に強い力や衝撃を与えない
陶器が破損してけがをしたり、水漏れして家財などをぬらす財産損
害発生のおそれがあります。

設置工事に使用する部品は必ず付属部品および指定部品を使用する
正常な取り付けができなくなる可能性があります。

※物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を示します。

　　は、してはいけない「禁止」内容
です。

左図は、「禁止」を示します。

　　は、必ず実行していただく「強制」
内容です。

左図は、「必ず実行」を示します。

必ず実行

禁 止

注意

左給水と右給水の場合とは取付方向
が違います。オーバーフロー管が、
ボールタップと反対側になるよう取
り付ける

タンク防露層下面部は切り取らない

施工説明書



②取り付け後、レバーハンドルを操作し、浮玉が
　他に干渉なく持ち上がることを確認する。
　正常に作動しない場合には、クリップにつな
　がっている玉鎖の余りが5～6玉ぐらいになる
　ように調節してください。

クリップ

5～6玉くらい
余らせる

スピンドルレバー

玉鎖

浮玉

A部に固定したあと、B部を固定する。

調節リング

オーバーフロー管

引き上げて
回転させる。

左回り右回り

※洗浄不良防止のた
　め、止水位は確実
　にあわせてくださ
　い。

タンクの止水位がオーバーフロー管のWL(標準水
位)に合うように、次の要領で調節してください。
①調節リングを引き上げて回すと止水位を上下さ
　せることができる。そのとき、浮玉を軽く手で
　押さえておくとスムーズに回る。90°回すと
　約8mm水位が変わる。
　・上から見て右回し・・・止水位が上がります。
　・上から見て左回し・・・止水位が下がります。
②調節が終わったら調節リングを引き下げて確実
　にロックする。

手洗い金具 

ジャバラ管継手を手洗い
金具にねじ込む

ジャバラ管 

給水ホース 減圧ブッシュ

ボールタップ本体
A部

B部

固いパッキン

止水栓（または給水管）

減圧ブッシュ

パッキンを外す

パッキン

減圧ブッシュを外す

減圧ブッシュの取り扱い
水圧が低く（0.1MPa以下）タンク貯水に時間
がかかりすぎるときは減圧ブッシュを外して
セットしてください。
その場合、接続部には商品に付属のパッキンを
使用してください。減圧ブッシュ使用の場合は、
このパッキンは使用しませんのでお客様にお渡
しください。
［減圧ブッシュをセットする場合］

［減圧ブッシュをセットしない場合］

減圧ブッシュは必ず図の
向きに入れてください。

10mm未満
となるよう
にする

水面

オーバーフロー管

ボールタップの浮玉を押し下げて、止水栓を徐々
に開く。この状態で水面がオーバーフロー管より
10mm以上上昇しない程度に止水栓の開きを調
節する。この調節をしておけば、万一ボールタッ
プが故障しても、タンクの水が外にあふれること
はありませんし、給水音も低くなります。
手でいっぱい押し
下げてください。

水面

ジャバラ管

止水栓

調節金具をドライバーなどで回し、手洗い金具か
らの吐水量が適当な水勢になるように調節する。

2～3度洗浄させて、便器・タンク内外への水漏
れなどの異常がないことを確認する。

※同梱の取扱説明書は必ずお客様にお渡しください。
　手渡しできない場合は、工事完了後ハンドルなど
　に吊り下げておいてください。

調節金具

①浮玉につながっている玉鎖をスピンドルレバー
　先端の穴に取り付ける。

玉鎖の接続4

浮玉が上下にスムーズに動く
よう正しく取り付ける。

パッキン

ボールタップの取り付け5

ボールタップと止水栓(別
売り)の接続

8

補助水管

補助水管

オーバーフロー管

補助水管は絶対に切らずに山なりになるように取
り付ける。

補助水管の接続6

水位の調節9

止水栓の調節10

手洗い金具の接続
(手洗い付きの場合)

11

手洗い金具の吐水量調節
(手洗い付きの場合)

12

取り付け完了後の確認13

タンクと便器の固定7

ロータンク 

真っすぐ下ろす 
斜めに下ろす 

便器 

パッキン 

排水弁本体の
ねじ部

③固定ナットでロータンクを固定する。

下図のようにロータンクを真っすぐ下ろすよう
に便器に取り付けると確実にシールできます。
※パッキンが落下した場合は再度タンクに取り
　付けてください。

②ロータンクを便器に取り付ける。
便器給水口周辺のごみなどを完全に取り除いた
あと、ロータンクを便器に取り付けてください。

便器給水口周辺のごみを取り除く

パッキンおよび給水口周辺のご
みを取り除く
水漏れするおそれがあります。

ロータンクを斜めに下ろさない
パッキンが正常に取り付かずシー
ル不良で水漏れするおそれがあり
ます。

必ず実行

禁 止

注意

工具使用禁止

固定ナットを手締めで
回らなくなるまでかた
く締め付けます。
　※再度、左右が確実に
　　締まっていることを
　　確認してください。

注　意

固定ナットを締め付けるときは必ず手で行うこと。
工具を使用すると破損するおそれがあります。

左右の固定ナットを確実に締める
左右の固定ナットがしっかり締まっ
ていないと、水漏れして家財などを
ぬらす財産損害発生のおそれがあり
ます。

注意

必ず実行

①排水弁本体のねじ部にパッキンを取り付ける。
※パッキンを湿らせると、取り付けやすくなります。

●同梱のパッキンを上図のように取り付ける
●パッキンはタンクの底に当たるまで、確実に挿入する
　正しく取り付けないと水漏れして家財などを
　ぬらす財産損害発生のおそれがあります。

注意

必ず実行

パッキン
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